
 

令和 7年度 第 4回運営推進会議議事録 

令和 7 年 11 月 4 日 

事業所名 特別養護老人ホーム勝田三思園 

担 当 者  

 

電話番号 017-763-0036 

 

１．開催日時 令和 7 年 10 月 30 日（木）  14 時 00 分 ～ 15 時 10 分 

２．開催場所 特別養護老人ホーム 勝田三思園 今年度開催回数（4 回目） 

３．出 席 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席 氏名 構成員の属性 

○  （松原町会 副町会長）町会長代理 

○  （勝田第二町会 副町会長）町会長代理 

○  （民生委員・児童委員） 

○  （松原町会住民） 

○  （青森市中央地域包括支援センター） 

○  （青森市役所介護保険課事業者チーム） 

○  （入居者家族） 

○  （入居者 

 

 事業所側 

 

 

 （園長） 

 （生活相談員） 

 （介護主任補佐） 

 （介護支援専門員） 

 （看護師長兼看護主任） 

４．活動状況の報告 
8～9 月までの入居者状況報告と行事等の報告 

排泄エコーを用いた看取りケア向上の実践について 

５．活動状況の評価 

【排泄エコー活用した取り組みについての感想等】 

・貴重なお話を聞かせていただきました。先日、デイサービス三思園の運営推

進会議内で「どせばいい？カード」を体験させていただき、楽しみながら行う

ことができました。とても素晴らしい取り組みだと感じました。(青森市役所介

護保険課事業者チーム) 

・看取りケア向上において排泄ケアは外せない要素だと思うので、施設として

きちんと体制を整え、エコーを上手に活用した素晴らしい取り組みだと感じま

した。(青森市中央地域包括支援センター) 

・松原フェスティバルへのご参加ありがとうございました。11 月 15 日に清掃活

動・炊き出し訓練を行いますので、こちらへのご参加もお待ちしております。（松

原町会 副町会長） 

・とてもよい勉強となった。自分の知識として他の人にも教えたいです。（勝田

第二町会 副町会長） 

・自分の母を 10 年ほど自宅で看たが、排泄に関して「迷惑をかける」「恥ずか

しい」という意識が強かった。私もずっと自宅での夫婦生活を続けていきたい

が、いずれは施設にお世話になるだろうと感じている。（松原町会住民） 

・女性は特に便秘に悩まされていると思います。排泄に関して様々な事が今後、



 

解明されてほしいです。皆さんの様々な取り組みが、入居者さんを支えている

のだなと実感しました。（入居者家族） 

・ストレスで便秘や体に影響が出やすいと聞いたことがある。自分はあまりス

トレスを感じない方だと思っていたが、先日、虚血性腸炎になってしまった。

ストレスは良くないと感じた。（民生委員・児童委員） 

・皆さんとまたこうやって会えるのが嬉しいです。（入居者） 

６．主な議題  

７．要望、助言等 
ⒶBCP とはなんですか？(入居者家族) 

Ⓑ現在の待機者は何人ですか？(入居者家族) 

８．意見等へ 

の対応等 

Ⓐ自然災害や感染症等の緊急事態が発生した場合であっても、損害を最小限に

とどめつつ、事業の継続あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行う

べき活動や緊急時における事業継続のための方法、手段等を取り決めておく計

画の事です。介護施設では、2024 年 4 月より BCP 策定が義務化されております。 

Ⓑ現在 110 名の方が入居をお待ちですが、令和 7 年 5 月以降のお看取りはなく、

引き続き多くの方から入居のお申し込みをいただいている状況です。 

９．その他特記事項 

・次回運営推進会議は令和 7 年 12 月中に開催予定 

・次回議題【地域貢献について】 

地域とのつながりを深め、事業所として地域に貢献できる取り組みについて、

運営推進委員の皆様に次回会議までにご意見とご協力をお願いしました。 

 


